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［要 旨］：21世紀 に 向け て 相次 い で 発表 され た，日本の 学習指導要領 と 中国の 科学課程基準，お よ び そ れ

に 基 づ い て 作成 され た 中学校理 科教科書 に お ける エ ネ ル ギ ー
教育内容 に 関 して t 比較検討を行 な っ た 。

そ の 結果，両国 と もエ ネ ル ギー
概念を先行学習 し，そ の 後 エ ネル ギ ー

の 利用 に かかわ る学習を行 な っ て

い る。ま た 日本 で は エ ネ ル ギ
ー

の 有効利 用 と新 エ ネ ル ギ ー資 源 の 開 発 を重 視 す る，技 術 中心 主 義で あ る

の に 対 して ，中国 で は、エ ネ ル ギー
資源 の 不 合理 な 利用構 造 と利用方式 の 改 善 を重 要視 して い る 。

［キ
ー

ワ
ード］　 エ ネ ル ギー

教育，理科教育，比較教育，理科教科書

1　 は じ め に

1．研究 の ね ら い

　 エ ネ ル ギー
教育 の 視点 か ら見て 、中国 と 日 本 に

おける理科 （科学）指導要領 と教科書 に 関 し，共

通点 と相違点を明 らか に す る。

2．研究対象 及 び選定理 由

　 1）研究対象 ：

　　日本 ：三 浦登他．《新 しい 科学》
1）

（東京書

　　　籍 2003年，4分冊 の う ち主 に 第 1分野）

　　中国 ：朱時清．《科学》
1）

（浙江教育出版社，

　　　2003年，6冊）

　 2）選定理 由 ：採択率の 高さ を基準に 上記 2社

　　　の 教科書を対象と した 。

　　　 《新 しい 科学》：40，9％最 高採択率（2002年度）

　　　 《科学》：浙江省の す べ て の 中学校 で 使用

3 ．研 究 方 法

　日本 の 学習指導要領 （理科）
／’〕

と中国の 科学課

程基準
4｝

を 基 に 、
エ ネ ル ギ ー教育 の 視点 か ら 、 両

国の 理 科 （科学） カ リキ ュ ラ ム と教科書 を 対比的

に 研究す る。

2　両 国の 理 科 （科学）学習指導要領 （第 t分野）

　 に お け る エ ネ ル ギ
ー

教育関連内容 の 現状 と比 較

1 ．日本 の 現状

　日本 の 学習指導要領 に お け る エ ネ ル ギ ー教育に

関する内容 は，エ ネル ギー概念 の 理 解 と エ ネ ル ギー

資源 に分け られ る。 それ らを項目別 に分類し，キー

ワ
ーど を付す と，っ ぎ の 表 1の よ うに ま と め る こ

とが で き る 。

表 1 日本の 指導要領におけるエ ネル ギー教育関連内容

大項 目 中項 目／小項 目 キーワ ード

身近な 物理 現象 光と音 力 と圧力 光，音

電流 とそ の 利用 電流 電流の 利用 電流，電磁石
　葉

畔
解畿
　禽

運動の 規 則性 運動の 規則性
位置 エ ネル ギ

ー
運動 エ ネ ル ギ

ー

物質 と化学反応
の 利用

物質 と化学反応
の 利 用

化学反応 と熱 ・
電気

エ

ネ
ル

ギ

ー

科学技術 と人 間

エ ネ ル ギ ー
資 源

エ ネ ル ギ
ー

資 源

形態と エ ネル ギー
有効利用 の 大切

さ

エ ネル ギ ー
資源

形態 エ ネル ギ
ー

資源の 有効利用
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2 ．中国 の 場合

　中国 の 科学課程 に おける エ ネル ギ ー
関連内容を，

主 題 ／ 単元 別 に ま と め る と次 の 表 2 の よ う に ま と

め る こ とが で き る 。

表 2　 中国の 科学課 程 に おけるエ ネル ギー教育

　　関連内容
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3．両国 の 比較

　 エ ネ ル ギー
教育 に 関 して ，日本 の 学習指導要領

と中国 の 科学課程 を 比較す る と，共通点，お よ び

相違点 と して ，次の よ うに ま と め る こ とが で き る。

1）共通 点

・エ ネ ル ギー
教育 の 関連内容 に は，エ ネ ル ギ ー

概

　念 の 理 解 と，エ ネ ル ギー
資源 の 認識 と い う 2 っ

　の 側面 が 含まれ て い る 。

・エ ネ ル ギ ー
概念 の 学習後，エ ネ ル ギ ー

資源 の 学

　習を行 っ て い る 。

・エ ネ ル ギー
資源の 利用 と い う項 目を，そ れ ぞ れ

独立 して 設置 して い る。

2）相違点

・エ ネ ル ギ ー
資源 の 認 識 内 容 は，B 本 で は、「科

学技術 と人間」 に 集約 して い る の に 対 して ，中

国 で は，「物質科学」 と 「科学技術 と 社会 との

関係」とい う，2 っ の 領域 に まとめ られて い る 。

・日本 で は エ ネ ル ギ ー
資源 に 関 して ，エ ネ ル ギー

資源 の 形態 と，エ ネ ル ギーの 有効利用 の 大切 さ，

の 2 つ の 面 に 集約 して い る の に 対 して ，中国で

は，エ ネ ル ギー
資源 の 分類 と特徴，エ ネ ル ギー

利用 と人間 の 生存，社会発展 との 関係，省 エ ネ

ル ギー，エ ネ ル ギー資源 の 現状， エ ネ ル ギ ー資

源 の 合理 的な利用
・開発 と持続可能な発 展戦略，

の よ う に エ ネ ル ギー
資源 に 関 して 広 い 視野 か ら

組 み 立 て て い る 。

・日本で は 指導要領 の 内容 を教科書 で ふ くら ませ

て い るが ，中国で は指導要領 の 内容と 教科書内

容が さ ほ ど一致して い る と は言い が た い
。

3　両国の 理科 （科学）教科魯 にお けるエ ネル ギ
ー

　教育関 連内容の 現 状 と比較

1．日本 の現 状

　 《新 しい 理 科》 に お け る エ ネ ル ギ ー
教育 に 関す

る 関連内容 を ま と め る と，表
一3 の よ うに な る 。

表 3 《新しい 科学》におけるエ ネル ギー教育関連内容

エ

ネ
ル

ギ
ー
概
念

エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源
の

利

用

大項目／中項目 （小項目）

身の ま わ り の 現 象／光 の 世界；音
の 世界 ；色 々 な力 の 世界電 流／電

流 の 働 き エ ネ ル ギ ー／ い ろ い ろ な

エ ネル ギー；化学変化 とエ ネル ギー

（燃料電池）

科学技術 と人 間／ 物質資源 の 利用

（資源 と し て の 金 属）科学技術 と

人間 ／ エ ネ ル ギー資源 の 利 用 （エ

ネ ル ギ ーの 利 用 ：水力 発電、火 力

発電 、 原子力発電 ；効率よ くエ ネ
ル ギ

ーの 使用 ；資源 ・エ ネ ル ギー
の 大量 消費 が もた らす もの ：大量

消費 と人 工 の 変 化 ；新 しい エ ネル

ギー
資源）

科学技術の 進歩と人間生活 （選 択）
／環境 を 守る科学技術 と わ た した

ち の 生活 ：
エ ネ ル ギ ー問 題 （有 限

性 と環境汚 染）；新 しい エ ネル ギ ー

資源の 開発

キ
ー

ワ
ー

ド

光，音，力

電 流 と熱，
磁 界，エ ネ

ル ギー

資源 エ ネ ル

ギ
ー
資源新

し い エ ネ ル

ギ ー資 源

一

対

ギ

の

決

ル

へ

解

ネ

題
と

工

問
策

2 ，中国 の 現状

　中国 の 《科学》 に おけ るエ ネル ギー
教育 に 関す

る関連内容を ま と め る と，表 4 の よ う に な る。
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表 4 《科学》に おけるエ ネ ル ギー教育関連内容

3．両国 の 比較

　 日本 の 教科書，《あ た らしい 科学》 と，中国 の

教科書 《科学》 に お い て，エ ネ ル ギー
教育 に関す

る 内容を，次の A 〜E の 5点 か ら比較 ・検討を行

な っ た 。

A 　 エ ネ ル ギ
ー

教育項 目の 設置

共通点 ：

　ω エ ネ ル ギー資源 の 中 に独立 した 中項目の 設置

に よ り，エ ネ ル ギー資源教育 を 重要視して い る こ

とが 示 さ れ，系統的な学習 を可能に して い る 。 日

本で は 「エ ネ ル ギ ー
資源 の 利用」，中国で は 「エ

ネ ル ギ ー
資源 の 開発 と利用」「持続可能的 な 発展

の 実現」 が 具体的 に 設置 さ れ て い る。

　  エ ネ ル ギー概念 と エ ネ ル ギ ー資源の 両項目が ，

エ ネ ル ギー教育項目の 中に ふ く まれ て お り ， さ ら

に エ ネ ル ギ ー
概念 の 学習 に 基 づ い て ，エ ネ ル ギー

資源を 学 べ る よ う順序だ て られ て い る。さ らに 教

科書 の 最後 に 設置 さ れ ，既習内容をエ ネ ル ギー
教

育 と して ま とめ る位置づ け とな っ て い る。

相違点 ：

　日本で は 「エ ネ ル ギ ー
資源 の 利用」 が 「科学技

術 と人間」 の 単元 に 含まれ て い る の に 対 して ，中

国で は 「エ ネ ル ギ ー
資源 の 開発 と利用」 「持続可

能的 な 発展 の 実現」が 「環境 と持続可能的 な発展」

の 単元 に 含 ま れ て い る 。 言 い 換 え れ ば、 所属の 大

項目の 視野が お お き く異 な っ て い る 。

B　 エ ネ ル ギ
ー
教育関連 の 内容 の 選 定

　 日 本 で は 「エ ネ ル ギ ー
資源 の 利用」 に は 次の よ

うに 4 っ の 側面 が あ り，内容 の 選定 に は系統性が

強 い
。

｛1） エ ネ ル ギ ー
資源 の 形態 と特徴、 各種 の 発 電 の

　 仕組 み

  エ ネ ル ギー
資源問題 （消費量 の 増加、有限性、

　 エ ネ ル ギー資源消費及 び原子力 エ ネ ル ギーの 利

　用 と環境汚染）

（3） 資源 の 有効利用 （技術）

（4） 新 しい エ ネ ル ギー
資源の 開発 （太陽光 の 発電 、

　風力発電 な ど ）

　 中国で は 「エ ネ ル ギ
ー

資源の 開発 と 利 用 」 に は

次 の よ う に 4 っ の 側面が あ る。

（1） エ ネ ル ギ ー資源の 重要性

  　 エ ネ ル ギーの 形態 と分布

（3＞ 新 エ ネ ル ギー
資

（4＞ 合理的な利用 と開発 。

　 しか し，電気 エ ネ ル ギ ー
の 発生 の 仕組 み と有効

利 用 の 技術 に 関 して は，日本 ほ ど詳 し く書 か れ て

い な い
。

エ ネ ル ギー
資源関連 項 目を系統的 に 選 定

す る 意識 は，日本 と比較 して か な り弱 い 。

C　 エ ネ ル ギー教育内容の 構造

　両国ともエ ネル ギー概念を先 に学習 し，エ ネル ギー

資源の 利用認識を後に 設置して い る。
エ ネ ル ギー資

源の 利用 につ い て は，次の 表に ま とめ られ る 。

表5　 両国の教科書におけるエ ネルギー教育の構造

編集 の

順 　序
日　　　 本 中　　国

1
エ ネ ル ギー資源 の形 態 と特
徴、各種 の 発電 の 仕 組 み

エ ネ ル ギ
ー

資

源 の 重 要 性

2

エ ネ ル ギ
ー
資源問 題 （消費

量 の 増加、有 限性、エ ネ ル

ギ
ー

資源消 費及 び 原子 力 エ

ネル ギーの 利 用 と環境汚染 ）

エ ネ ル ギ
ー

の

形 態 と分 布

3 資源の 有効利用 （技術）
新 エ ネ ル ギ

ー

資源

4
新 しい エ ネ ル ギ ー資源 の 開

発 （太陽光 の 発電、風 力発

電 な ど）

合理 的な 利用
と開発

　表 5 の よ う に，エ ネ ル ギー
問題 の 解決 を 学習 の

最後 に 位置づ け て い るが 、 両国の 相違点 と して ，

日本 は 「新 しい 技術」へ と 目を 向けて い る の に 対

して 、中国で は 「合理的な利用」 に 集 中して い る

こ とが うか が わ れ る。
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D　 エ ネ ル ギ
ー教育の 立場

　 エ ネ ル ギー
資源問題 の 解決 と対策 に 関 して は，

日本で は、エ ネ ル ギー
有効利用 と新 しい エ ネ ル ギー

資源 の 開発 を重視 し て い る。っ ま り技術中心主義

で あ る と言え よ う 。 そ れ に 対して 中国で は 、
エ ネ

ル ギー
資源 の 利用 に 関 し， 不合理 な構造 と方式の

改善 を 重要視 して い る 。 つ ま り，日本 の よ うに 改

善方向性が 明確 で は な く，問題点の 国民 へ の 徹底

が うかがわれ る。

　 こ の よ うな立場 を取 る原因 に っ い て は、教育行

政 の 立場か らみ れ ば，日本 で は 、 学科 用 書 検定調

査審議会
5〕

に よ り 「科学技術 と人間」 と 「自然 と

人間」 に つ い て は
”

自然科学 の 視点 か ら扱 う
el

と規

定 さ れて い る 。 しか し、中国で は そ の よ うな明確

な立場を示 して い な い 。そ れ よ り も、む しろ 自然

科学 の 視点 の ほ か に 人 ロ や経済 な ど，社会科学 の

視点 もあ る程度考慮 して い る 。

E　 エ ネ ル ギ
ー
教育の 学習活動

　 日本 に お い て は、「話 し合お う」，「調べ よ う」，

「や っ て み よ う」等，主体的で 多様 な実践的学習活

動を重視 して い る 。 例え ば，「話し合お う」 で は，

い ろ い ろ な電気 の 仕組 み や そ れ ぞ れ の 発電 の 長所

や 短所 を 調べ て 話 し合 う。ま た，「調 べ よ う」で は，

こ れ か ら の 新 し い エ ネ ル ギー資源 と して 期待 で き

る もの に は どん な もの が あ るだ ろ うか等で あ る。

　一方、 中国 に お い て は 、 「討論」と 「考え」の よ う

に学習活動が単一的で 、 か っ 学生 自身に は や っ て

み よ う と い う実践的 な学習 の 機会 を与 え て な い 。

い わ ば主体的実践活動が 少な い 。 例え ば，「考え 」：

図を見て 1990年 か ら2050年 に か けて 各種類 の エ ネ

ル ギ ー資源 の 消費割合が ど う変化す る か 。 そ の 原

因は何か 。 「考え」：わ が 国 の 豊か な石炭資源が北

方 に 集中 して い る の は な ぜ か 。 さ らに，「討論」：

火力発電 に 比 べ 原子力発電 に は どん な特徴 が ある

か。「討論 」：発達国 に 比べ て 、なぜ わ が 国の エ ネ

ル ギ
ー
資源 の 消費量 は 多 い か、エ ネ ル ギ ー資源 の

利 用 率 を高 め る た め に どの よ う改 善 す べ きか 等 で

あ る 。
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